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新年のご挨拶
公益社団法人 神奈川県高圧ガス防災協議会

　　　　会　長　　布  施　重  男

新年明けましておめでとうございます。
　会員並びに関係各位におかれましては、健やかに平成29年の新春を迎えられたことと
謹んでお慶びを申し上げます。また、会員の皆様方におかれましては、日頃より高圧ガスに係わる事故防止
と保安管理に対するご尽力、また県の委託事業をはじめとする協議会事業全般にわたりご支援ご協力を戴き
大変ありがたく、心より感謝御礼を申し上げます。
　お陰さまをもちまして、当神奈川県高圧ガス防災協議会は、昭和47年に設立され、平成25年に公益社団法
人に移行しましたが今年で45年目を迎えることが出来ました。長い歴史の中、神奈川県下では高圧ガスに係
わる大きな事故もなく推移しておりましたが、昨年9月に横須賀地区において酸素ボンベの爆発事故が発生
し1名の方が犠牲になったと伺っております。非常に残念なことではありますが、これを教訓とし今一度再
発防止に全力を傾注して参りたいと存じます。
　さて、昨年を振り返りますと、世界的にはアメリカの次期大統領選があり予想を覆しトランプ氏が選出され
トランプショックとも言われ物議を醸し、またお隣韓国でも大統領の友人による国政介入疑惑が問われ、大統
領に対し辞任を求める大規模なデモが繰り返されました。国内では4月に熊本県で観測史上経験則のない2度に
わたる震度7の地震が発生し甚大な被害を受けました。東京都では豊洲の土壌汚染の問題やら、11月には福岡
博多駅前で、まさかと思うような大規模な道路陥没事故があり大混乱を招いたことはまだ記憶に新しく残って
おります。事故災害がなく、どこにいても安全安心な暮らしができることを願うばかりでございます。
　一方、足元である当協議会の事業活動を顧みますと、高圧ガスの防災体制の構築の一つである、第44回神
奈川県高圧ガス地震防災緊急措置訓練は川崎地区にて盛大に挙行されました。何とか天候にも恵まれ充実し
た訓練となり、参加者一人一人の真剣に取り組む姿に感銘を受けた次第でございます。
　本年も当神奈川県高圧ガス防災協議会は、主事業であります高圧ガスの運送・移動に係わる講習及び教育
をはじめ防災出動訓練等、またその他事業につきましてもより充実させ、県ご当局並びに警察消防等関係機
関と連携し、すべての高圧ガスに携わる事業所から事故災害がなきよう、自主保安の推進確立を目指し、地
域社会に「安全・安心」を提供できますよう鋭意努力して参る所存でございます。
　引き続き、会員並びに関係各位の益々のご支援ご協力をお願い致しますと共に、本年も皆様方にとって事
故災害のない明るく希望溢れる年となりますようご祈念申し上げ新年のご挨拶とさせて戴きます。

第122号（1）平成29年1月15日

【 発 行 所 】 （公社）神奈川県高圧ガス防災協議会
 横浜市中区北仲通4－40（商工中金横浜ビル3階）電話045－212－1454
【編集責任者】 企画部会長　鈴 木　常 夫
 http://www.kanagawa-bousai-hpg.or.jp



神奈川県安全防災局安全防災部工業保安課

　　　　　課　長　　穂  積　克  宏

新年明けましておめでとうございます。
　公益社団法人神奈川県高圧ガス防災協議会の皆様には、平成29年の新春を健やかにお迎
えのこととお慶び申しあげます。
　また、日頃から皆様には、神奈川県の高圧ガス防災事業について、自主保安活動を積極
的に展開していただくとともに、本県の工業保安行政に、ひとかたならぬお力添えを頂
き、厚くお礼申し上げます。
　さて、貴協議会におかれましては、日ごろから「高圧ガス運送基準指導講習会」や「運
送指導員講習会」の開催、高圧ガスバラ積み容器運送車両の点検指導を通じて、高圧ガス
の移動に携わる人材の育成や保安意識の啓発に取り組んでいただいているところでござい
ます。
　皆様のこれまでの御努力のお陰で、高圧ガスの販売店や小規模事業所、建設現場など、
高圧ガス容器の運送員の保安意識は、大きく向上したものと考えております。
　また、昨年10月に実施しました「高圧ガス地震防災緊急措置訓練」（川崎市）は、貴協議
会から大勢の参加者を得て日頃の鍛錬の成果が十分に発揮された大変有意義なものとなり
ました。
　空気呼吸器装着訓練においては、消防署員の実演の後、防災事業者の職員による装着の
基本動作を拝見させていただきましたが、真摯に取り組んでいただく姿を見て、多くの方
が心強く感じたことと思います。ガスの漏えい、拡散を想定した緊急措置及び除害活動等
に係る実践的な訓練では、警察と消防と連携して実施し、又、見学者への説明を平易にわ
かりやすく工夫していただいたことにより、例年以上に臨場感が伝わる良い訓練となりま
した。
　貴協議会は、警察・消防をはじめ、関係機関との緊密な連携・協力関係のもと、40年以
上も前から移動途上における高圧ガスに係る災害防止に努めてこられました。これは、ま
さに「自助・共助・公助」の先駆けであり、その見識・先見性に深く敬意を表するもので
ございます。さらに、地震災害時の混乱の中でも、高圧ガスの保安を確保することは、ラ
イフラインの復旧に不可欠であり、今後とも皆様に期待される役割は、非常に大きいもの
がございます。
　現在、貴協会では、昨年度に引続き「防災事業所体制」について、夜間や休日の応援体
制をどうすべきか、次世代を担う応援要員の確保や対処技術の伝承など、山積する具体的
な課題について、取り組んでいただいております。
　今後は、「防災事業所体制」の更なる強化に向け、貴協議会内で現行の体制や規程等の
見直し等、災害に強い安全・安心な地域づくりに向けて、御協力をお願い申し上げます。
　本県においても、貴協議会とともに、万全な防災体制を築いていきたいと考えておりま
すので、引き続きよろしくお願い申しあげます。
　最後に、貴協議会の益々の御発展と、会員の皆様の御健勝をお祈りするとともに、こ
の一年が事故災害ゼロの明るい一年になることを祈念して、新年の挨拶とさせていただ
きます。
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　平成28年度（第11回）神奈川
県高圧ガス火薬類保安大会が10月
21日（金）神奈川県民ホール（小
ホール）開催され、防災協議会か
らは県知事表彰の受賞者１名及び
会長表彰として７名、計８名の
方々が受賞されました。
　また、大会終了後の記念講演で
は、平成27年4月ごろより地震活
動が活発化した「箱根火山活動の
概要」ついて、神奈川県温泉地学
研究所の本間直樹氏から講演があ
りました。

平成28年度（第11回）神奈川県高圧ガス火薬類保安大会

石川靖晃（相原興業株式会社）

小林仁（平澤商事株式会社）

三秋拓（株式会社ガスネット） 黒須聡（株式会社フジプロ） 小藤晃祐（清徳運輸株式会社）

西村信悟（株式会社古川） 井上徹（小田原ガス株式会社）

公益社団法人 神奈川県高圧ガス防災協議会
会長表彰
保安功労者高圧ガス保安功労者

布施重男（中央運輸株式会社）

県知事表彰
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平成28年度（第４４回）神奈川県高圧ガス地震防災緊急措置訓練
　平成28年度（第44回）神奈川県高圧ガス地震防災緊急措置訓練は、場所を小田原地区から川崎地区
の麻生水処理センターに移し開催されました。ここ３年は雨模様での訓練でしたが幸い天候にも恵ま
れ、午後１時より開催されました。
　訓練は、杉原安全防災局安全防災部長の開会の
挨拶にはじまり、「高圧ガス燃焼特性の紹介（一
社）神奈川県高圧ガス保安協会」、「高圧ガス基本
措置訓練（一社）神奈川県流通保安協会、（公社）
神奈川県高圧ガス防災協議会」、「高圧ガス地震防
災訓練（公社）神奈川県LPガス協会」、「高圧ガ
ス地震防災緊急措置訓練（公社）神奈川県高圧ガ
ス防災協議会」の訓練が順次進み、（公社）神奈
川県高圧ガス防災協議会会長の閉会挨拶をもって
閉会となりました。
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地　　区

川　崎

横　浜

横須賀・三浦

湘　南

県　央

県　西

東燃ゼネラル石油㈱川崎工場

㈱渡商会

㈱ホームエネルギー西関東

地区合同（平塚競輪場正面広場）

大陽日酸エネルギー関東㈱神奈川支店

㈱ガスネット

平成29年2月24日（金）午後1時30分～

平成29年2月23日（木）午後2時～

中止

平成29年2月22日（水）午後2時～

中止

未定

事業所名 実施日時

開催日

7 月 14日

8 月 4 日

8 月 10日

8 月 31日

9 月 8 日

11月 9 日

12月 8 日

川崎会場

横須賀会場

小田原会場

茅ヶ崎会場

鶴見会場

厚木会場

神奈川会場

会　　場

１９５

１２３

１５４

２３６

２２７

３０５

２７８

１，５１８

運送員受講者数

―

１２９

―

２２２

２８３

２７３

２８１

１，１８８

指導員受講者数

２１１

１２２

１６８

２０２

２１３

３４９

４１０

１，６７５

運送員

１４９

１８１

１６４

３３０

３３２

１，１５６

指導員
昨年度受講者数

　ミニ防災訓練を以下のとおり実施いたします。

　講習事業である運送員及び運送指導員講習会が昨年12月8日（神奈川会場）をもって終了しました。

運送員及び運送指導員講習会の開催結果（受講者数）

ミニ防災訓練実施事業所及び実施日

熊本地震被災地への義援金について

　地震被災地への義援金は、５年前の東日本大震災に
おいて事業運転資金の一部（30万円）を拠出させて
いただきましたが、熊本地震においても20万円の義
援金を日本赤十字社を通じ拠出させていただきました
ので、お知らせさします。
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会員事業所紹介

東燃ゼネラル石油㈱川崎工場

ＪＸエネルギー株式会社 根岸製油所
　弊社は１８８８年（明治２１年）に日本石油株式会社として
スタートし、その後、合併・経営統合等を経て２０１６年
（平成２８年）１月よりＪＸエネルギー株式会社となりました。
事業内容は石油製品・石油化学製品の製造及び販売、ガス
（ＬＰガス・ＬＮＧ）・石炭の輸入及び販売、電力の販売です。 
 　根岸製油所は全国に９ヶ所ある弊社の製油所・製造所の
一つで、所在地は横浜市磯子区です（事業所の敷地は磯子
区・中区に跨っています）。１９６１年（昭和３６年）に建設を
始め、１９６４年（昭和３９年）から操業を開始しました。建
設にあたり「公害のない美しい製油所を作ること」、「高品
質な製品を大量かつ安定して供給できる日本一の規模にす
ること」、「設備は出来る限り統合化し、集中・自動化をは
かる一方、コンピューターを始め最新の技術によって設備
を合理化すること」という３つの基本構想に従い設計されま
した。 

 　製油所には社員が約６００名、常駐の協力会社員が約
600名おり、同じ製油所で働く「チーム根岸」の仲間とし
て製油所の安全・安定操業に取組んでいます。 
 　事業内容は産油国から輸入した原油を精製し、ガソリン
や灯油・軽油をはじめとする石油製品の製造と出荷で、神
奈川県を中心に１都６県（東京都・神奈川県・山梨県・埼
玉県・栃木県・長野県・群馬県）の石油供給を担っていま
す。 
　石油製品の製造においては品質方針を定め、計画的かつ
体系的な品質マネージメントシステムを構築しています。全
所員がお客様一人ひとりの満足度を高めるためにこのシス
テムを遵守して、商品の品質維持、向上に向けて鋭意努力
しています。 
　また、原油から精製されるＬＰガスや石油の製造過程で必
要なガス等の高圧ガスの貯蔵・取扱いも行っています。 
　さらに、アスファルトを燃料とした発電設備で４３万１,０００
ＫＷを発電し、そのうち３４万２,０００ＫＷを東京電力㈱へ卸供
給しています。 
 　一方、安全対策では設備の定期点検はもとより、防消火
設備の設置に加え、定期的な防災訓練の実施で、防災対応
力の向上に努めています。 
　また環境保全対策については大気汚染・水質汚濁の対策
を徹底するとともに、臭気対策や騒音対策についても細心
の注意を払い操業を行っています。 
 　地域との関わりでは、弊所は市街地と隣接していること
もあって、地域との共存が重要との考えの下、地域の方や
小学生の見学会、地域広報誌で定期点検工事や環境保全
状況、安全対策および諸行事について当所の取組みを紹介
する等、地域に根ざした活動を積極的に推進しています。 
 　最後になりますが、弊所は消費者に高品質の石油製品を
安定的に供給することを使命にしており、今後も地域との
共存をはかるとともに、安全とコンプライアンスを最優先に
操業いたします。

と揚水井戸の設置や、護岸崩落防止の措置ための補強工
事、タンクローリー出荷設備の耐震化等を行ってきました。
また、ミューザ川崎でのコンサートへの協賛や、地元町内
会の皆さんとの各種交流等を通じ、企業市民として皆様に
認知していただけるための努力を続けています。
　弊社は、主にLPG出荷に係る防災事業所として神奈川県
高圧ガス防災協議会の活動に参加させていただいていま
す。今後とも（公社）神奈川県高圧ガス防災協議会、会員
各社の皆様のご指導・ご支援をよろしくお願いいたします。

　弊社川崎工場は、陸上並びに海上輸送の便に恵まれ、か
つ、大消費地である首都圏を背後に控えた京浜臨海地域の
中に位置し、多摩川を挟んで羽田空港と隣接する川崎市浮
島地区で総業しています。操業エリアは、１００号地（旧キ
グナス石油精製㈱）２００/３００/４００号地（旧東燃と現東燃
化学合同会社㈱）と言う呼び名の集合体で、総計約２００万
平米、東京ドーム４４個分に相当する敷地に立地し、歴史を
たどると１９６０年代から操業を開始しています。
　事業内容は石油精製業であり、原油を輸入し、LPG、各
種燃料油、ナフサ等を製造、出荷しています。川崎工場
は、弊グループ内最大の製油所であり、日本最大のFCC
(流動接触分解装置)、日本唯一のH‐Oil（重質油脱硫分
解装置）を有しているのも特徴です。川崎工場は、弊グ
ループ内の一大出荷拠点となっており、出荷された燃料油
は、皆さんもよくご存知のエッソ、モービル、ゼネラルブ
ランド名のサービスステーションで販売されています。ま
た、同じ川崎工場敷地内で組織的に一体運営されている東
燃化学では、ナフサ等を原料として各種石油化学原料およ
び製品を製造し、パイプラインや船舶等でコンビナート各
社等の需要家に出荷しています。
　川崎工場では、安全・環境・健康への取組みを事業活
動の最優先事項と位置付け、これらを対象とする操業管理
システム１９９０年代から運用し、その中で人の行動に焦点を
当てた安全活動に取り組んでいます。防災の取組みとして
は、自衛防災隊/浮島共同防災協議会による防災訓練、大
地震発生時の液状化対策の為のスラリーウォー（止水壁）
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会員事業所紹介

ジャパンファインプロダクツ株式会社

昭和電工株式会社 川崎事業所

　当社は、三菱ケミカルホールディングスグループで、産
業ガスメーカーである大陽日酸株式会社の１００％子会社と
して、大気や排ガス等の測定には欠かせない基準となる
「標準ガス」、不純物を極限まで除去して、近年ではキーデ
バイスの洗浄用等にも使用される「高純度ガス」、次世代
に向けて日々高集積化が進む半導体に使用される「半導体
材料ガス」など、幅広いニーズに対応する特殊ガスを製造
しています。
　会社は２００１年１０月に、旧日本酸素㈱と旧大陽東洋酸素
東洋酸素㈱（現在の大陽日酸㈱）の共同生産会社として両
社の製品技術を持ち寄り、高い品質で、より安定に、かつ
競争力のある製品の供給を目的として設立されました。
　事業所は、神奈川県にある本社、川崎工場の他に、栃木
県に小山工場、三重県に三重工場、福岡県に北九州工場が
あり、それぞれの場所や、工場の特性を生かし効率よく生
産を行っております。品質面では、ＩＳＯ９００１の認証を全社
として取得し、自らに課したハイレベルな品質管理を徹底
し、実証を積み重ね、精製、充填、分析技術を高めていま
す。また、環境面においてもＩＳＯ１４００１の認定を取得し、
危険性の高い特殊ガスを取扱う会社であることを踏まえ、
事業活動の「容器詰め半導体材料ガス、標準ガス、純ガス
及び混合ガスの製造」による環境へ及ぼす影響を最小限に
するために、事業者が環境方針を設定し、全社一丸となり
環境保全活動に取り組んでおります。また、安全面に関し
ては、３．１１の教訓もあり、容器の転倒防止策を強化する
など震災に対する安全対策の強化や、緊急処置訓練の実施
などに積極的に取り組んでいます。さらには、小集団活動

として、ＱＣ活動や安全活動（ＨＨ活動、ＫＹ活動）により社員
一人ひとりが自ら積極的に職場改善に努めることにより、安
全・安心で、誇りを持って働ける職場作りを行っています。
教育面では毎年教育計画を立て、さまざまな教育訓練を実
施することで従業員のレベルアップやコンプライアンスの徹
底を図っています。また、ブラザー制度を導入し、入社後
の仕事や環境の変化に伴う不安などを先輩がフォローする
など、若手の育成にも力を入れております。このように、
さまざまな取り組みを行うことにより、お客様へ信頼いただ
ける会社であることを目指してまいります。
　最後に、今後とも、（公社）神奈川県高圧ガス防災協議
会様、会員各社様のご指導・ご支援をいただき、より一層
の安全・安心に努めてまいりますので、どうぞよろしくお願
いいたします。

　昭和電工株式会社は、わが国初のアンモニア合成技術を
確立した無機化学と、わが国の重要な資源である豊富な水
力を利用する電気化学に端を発し、有機化学・金属材料へ
の進化を経て、現在は情報通信産業、自動車産業に用いら
れる素材や、生活に必要な様々な高機能製品を開発し提供
しています。
　川崎事業所は、1930年にアンモニアと硫酸アンモニウ
ムの製造工場として発足した、当社で最も歴史のある事業
所であり、設立以来一貫して化学品の製造と製品開発の拠

点として歩んで
まいりました。
長い伝統と川崎
地区の立地を活
かし、多様な高
機能化学品に対
するニーズに応
えるべく、製品
の基盤から応用
にわたる総合技
術力を背景に、
個性的な製品を
豊富にライン
ナップし、製造、
販売していま
す。
　主な製造品目
は、工業用薬品
の分野では、ア
ンモニア、苛性
ソーダ、次亜塩
素酸ソーダ、塩
酸、アクリロニ

トリル等を、産業用ガス分野では、酸素、窒素、水素、炭
酸、アルゴン、ヘリウム、亜酸化窒素やドライアイスを幅
広い分野に提供しています。
　近年の電子分野用途では、液晶パネル、ＬＥＤ、太陽電池、
半導体等の製造工程に使用される高純度ガスや高純度薬品
を、リチウムイオン電池分野には、熱伝導性や導電性、強
度特性に優れた高結晶性カーボンナノチューブを国内外に
提供しています。エラストマー分野ではクロロプレンゴム、
塩素化ポリエチレン等を、そのほかにも、食品添加物のア
ミノ酸やグリシン、化粧品原料のビタミンＣ誘導体、医薬・
農薬中間体、パップ剤や冷却シート用の機能性高分子、高
速液体クロマトグラフィー機器など、さまざまな領域で最先
端かつユニークな技術・製品を提供しています。
　また、資源循環型社会の形成に貢献するため、使用済み
プラスチックのケミ力ルリサイクルを2003年より日本最大
規模で事業化しており、これによるアンモニアの製法は
2015年に製造プロセスとしては世界初のエコマーク認定を
取得しました。さらにエコマークアワード2015でも銀賞を
受賞し、革新的な技術である点や資源循環の良い取り組み
である点、工場見学受け入れを通じて資源循環の認識を広
めることに貢献している点などに高い評価いただきました。
　そして更に、新たな取り組みとして、2015年より「低炭
素な水素を地域で利用する社会」の実現に向け、環境省よ
り技術実証事業を受託し、川崎市とも連携協力についての
協定を締結しています。具体的には、使用済プラスチック
由来の水素を川崎臨海部の需要者にパイプラインで輸送
し、純水素型燃料電池を活用しエネルギー利用する「未来
型環境・産業都市」の実現に向けて技術実証を行うもので
す。
　これからも、無機、有機化学技術を深化、融合させ、環
境負荷の低い優れた個性派製品を生み出し、豊かさと持続
性が調和した社会の創造に貢献してまいります。
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注）運送員・指導員講習及び連絡会議の実施日等は会場が１年若しくは６ヶ月前予約のため、開催日が変更となる場合
　　がありますので、直近の案内書等で確認ください。

回
１
２
３
４
５
６
７

平成29年 7月 12 日（水）
　　〃 19日（木）
　　〃 8 月  9 日（水）
　　〃 9 月  7 日（水）
　　〃 10月 12日（木）
　　〃 11月 16日（木）
　　〃 12月  7 日（木）

かわさき保育会館
藤沢市民会館
神奈川公会堂
小田原生涯学習センター
横須賀市文化会館
相模原南市民会館
鶴見公会堂

○
○
○
○
○
○
○

会　場実施日 運送員
－
○
○
－
○
○
○

指導員

変更等の連絡よろしくお願いいたします !!

　社名、代表者、住所、電話 /FAX番号、担当者等の変更がありましたら
「変更届出書」を事務局まで提出ください。
　「変更届出書」は、ホームページよりダウンロード出来ます。

回
１
２
３

４

５
６

川　崎
横須賀三浦
湘　南

県　西

横　浜
県　西

平成29年 6月 15 日（木）午後２時より
　　〃　　〃　19日（月）　　　〃
　　〃　　〃　23日（金）　　　〃

　　〃　　〃　27日（火）　　　〃

　　〃　　7月 4 日（火）　　　〃
　　〃　　7月 6 日（木）　　　〃

かわさき保育会館
横須賀市文化会館
平塚市民センター
おだわら市民交流センター
（UMECO）
かながわ県民センター
サンエール相模原

講　習　日地　区 開催会場

平成２９年１月２４日（木）
　　　　　　　　　～２５日（金）
《２日間講習》
〔時間〕
両日とも９時３０分～１７時３０分

平成２９年２月１０日（金）

〔時間〕
　１０時００分～１１時３０分

かわさき保育会館

〔所在地〕
川崎市川崎区渡田新町

検　定　日 講習会場講習会日程

平成28年度第4回高圧ガス移動監視者講習検定の日程及び会場

平成29年度の講習会（運送員、指導員）日程及び会場

県・警察・消防・防災事業所連絡会議実施予定日
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